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198自由研究～研究作業論文～

しかしながら，今日の社会教育行政に向けられる指摘は，社会教育の原理
や特質に基づく社会教育行政の基本的性格が理解されることなく，その存在
を否定する論調が強くなっていると言ってよい。特に,1990年代以降の地方
分権,行財政改革を基調とする新しい時代のしくみづくりに向けての議論は，
行政制度全体あるいは教育行政制度に向けられたものがその中心であり，社
会教育行政の意義や性格などにはほとんど着目されず，学校教育行政に特化
した教育行政の在り方を求めている。そして，その指摘が用意した回答に引
きずられるように社会教育の行政や制度は変容を求められ，これまでの社会
教育（行政）研究で蓄積してきた理論や実践では対抗できない状況となって
いる。
つまり，今日の社会教育行政は，生涯学習振興行政との関係という教育行

政領域内での問題と，地方分権や行政改革に伴う教育行政制度の改革という
教育行政の周辺領域との関係での問題が同時に生じているのである。本稿で
は，こうした教育行政領域の内外両方の関係において社会教育行政について
議論がされず，その存在が埋もれて見えなくなっている状況を「埋没」状況
ととらえる。
そこで本研究は，社会教育の原理等の再検討を行い，社会教育行政の今日
的な存在意義や固有の役割と,今後注目すべき視点を見い出すために,まず，
l990年代以降の社会教育行政の「埋没」状況がどのようなものか，あらため
て整理・確認し，その背景・要因を検討するものである。

2．社会教育行政の「埋没」状況

社会教育行政は条件整備や環境醸成を基本的な性格としているが,その｢埋
没」状況は，社会教育行政の予算額，行政組織，施設数，社会教育主事数に
端的に表れると考えられる。そして,基礎的な自治体である区市町村(以下，
「市町村」という。）の状況に一層顕著に表れる。なお，以下の検討では全国
的な状況に加え,東京都と東京都内の区市町村(以下,｢都内市町村」という。）
の状況をも取り上げる。それは，全国的に見れば，財政面で自主財源の比率
が高く地方自治体としての自主性が発揮しやすいこと，高等教育機関や民間
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社会教育行政の「埋没」状況に関する一考察２０７

権推進委員会（内閣府所管）の中間報告「分権型社会の創造」(1996年３月）
で，「教育委員会が所管するか，首長部局が所管するかは，当該地方公共団体
の主体的な判断に委ねる方向で，引き続き検討する」と初めて言及した。こ
れ以降,国の関与の限定化と地域の自由度の向上に向けて補助金事業の縮減，
公民館設置基準等の大綱化・弾力化が行われてきた。
そして2005年l2月，第28次地方制度調査会（総務省所管）は「地方の自主

性・自律性の拡大及び地方議会のあり方に関する答申」で，教育行政は首長
の管轄下に置く方向で制度の在り方の検討を求め，また，社会教育に関して
は教育行政に含めるかどうかという点を地方自治体の判断に委ねる考え方を
政府の審議会としては初めて鮮明に表わす。こうした動きを受け，政府は
2006年７月に「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2006」を閣議決定
し，「教育の政治的中立性の担保に留意しつつ，当面，市町村の教育委員会の
権限(略)を首長へ移譲する特区の実験的な取組を進めるとともに，教育行政
の仕組み，教育委員会制度について，抜本的な改革を行うこととし，早急に
結論を得る｡」という方向を示した。
そして，同年７月の規制改革・民間開放推進会議（内閣府所管）の「規制

改革･民間開放の推進のための重点検討事項に関する中間答申｣，同年l2月に
同会議による「規制改革・民間開放の推進に関する第３次答申｣,2007年２月
に規制改革会議の「教育委員会制度の抜本的見直しに関する規制改革会議の
見解｣,2007年ll月には地方分権改革推進委員会（内閣府所管）「中間的な取
りまとめ｣，2008年５月の同委員会第１次勧告,2009年10月の同委員会第３次
勧告と,地方分権改革を推進する内閣府からは一貫して,そして立て続けに，
教育委員会の在り方の検討，つまり地方自治体の教育行政組織の新たな制度
設計へと議論の焦点が絞られてきている(20)。
以上のように，教育行政制度改革論議の中で，教育委員会制度の問題点を
克服するために，地方自治体の総合マネジメントの観点及び首長の正統性を
根拠にして教育行政のコントロールを首長の下に置くことが提起されている。
しかし，その論議の中での「教育」は学校教育のみで，社会教育行政の意義
に関しては議論されることもなく，教育行政制度改革論議においても社会教
育行政は「埋没」状況にある。
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る教育機会を設けてきたのも事実である。こうした社会教育行政の理論と実
践の蓄積には現代社会の要請に必要な人材育成の点で十分に応えられる素地
があり、社会教育行政の拡充が必要であるとも考えることができよう。

4．おわりに～今後の研究課題

以上のように，本稿はl990年代以降の社会教育行政の「埋没」状況を公的
な調査の結果から整理･確認し，その背景･要因を生涯学習振興施策の展開，
地方分権改革の推進，教育行政制度改革の３点から検討することを通じて，
現在の社会教育行政が，生涯学習振興という教育行政領域内での問題と，地
方分権や行政改革に伴う教育行政制度の改革という教育行政の周辺領域との
関係での問題として，「埋没」状況にあることを明らかにしてきた。こうした
状況を踏まえ，社会教育の原理等の再検討を行い，社会教育行政の今日的な
存在意義や固有の役割と，今後注目すべき視点を見い出すことが今後の研究
課題となる。
l990年代後半の橋本第二次内閣の行政改革時に進められた国家公務員削減

及び独立行政法人化の促進では，文部省（当時）は国立大学の法人化を阻止
するために，青年の家や少年自然の家の独法化に踏み切ったが，最終的には
国立大学も法人化されたと理解している。今後，地方分権改革と教育行政制
度改革の論議がいっそう活発化すると容易に予想されるが，その際に教育委
員会や学校教育の制度を守るための駆け引きの材料に社会教育行政が使われ
る可能性があるのではないかと危倶するのは考え過ぎであろうか。社会教育
行政の今日的な存在意義や固有の役割について，引き続き，かつ早急に研究
を深めていくことが必要であろう。

注記・引用文献
(l)稲葉隆「変化する時代の生涯学習振興施策がめざすこと」白石克己・廣瀬隆人
編『生涯学習を拓く』ぎようせい,2001,p､l69.

（２）井上昌幸「生涯学習振興ガイドラインの必要性とその備えるべき性格～地方行
政の立場から～」『日本生涯教育学会年報』第31号,2010,p.l88.
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